
原子転換論 有益さ主張

商品区分＝研究用品

今の物理学や化学は生命というものを

まともに認識しているのであろうか？

現代物理学の中枢にあえて異論を唱える「原子転換論」。
ただしそれは、東洋思想から西洋学問までを幅広く検討した上において提出する。

TQ 技術は原子転換を成すものではない。しかし、TQ 現象・TQ 技術の理学的
解明のためには、本論のような原子転換論にまで踏み込む必要があると筆者は

判断している。

西洋学問と東洋思想を統合する端緒としての統合医療という世界の流れにおい

て、TQ技術は日本市場におけるひとつの象徴となりうる。
その準備として、現時点における筆者の自然の本質に対する推理をさまざまな

角度から述べた。

これからの世界人民の健康生活のための

地球表面整備において、

未来の原子転換技術は、

高温高圧による強引な機械派の技術でなく、

〈立体図形と精妙共鳴〉に厳格に着目する

低温低圧、自然天然派の技術であろうか。
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